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「いきいき なかよく のびのびと 笑顔あふれる 稲野小学校」

伊丹市立稲野小学校長 片山 尚

頑張りました！市内研究発表会 対話的で深い

学び」を意識

した授業作り

が必要です。

授業後の分科

会でも、どの

ようにして子

どもたちを主体的に学習に取り組ませるか、深

い学びにつなげていくにはどのような手立てが

必要か、というような話し合いが活発に行われ

ました。研究発表会でいただいた様々なご意見

１１月２６日（金）に稲野小学校で市内研究 を、今後の教育実践に活かしていきたいと思い

発表会を開催しました。研究テーマは「自ら学 ます。研究発表会開催に際しましてPTA執行部の

び考えを深め合える子どもの育成～ズレを生む 皆様にはお手伝い等で大変お世話になりました。

課題設定の工夫～」で、市内のたくさんの先生 ありがとうございました。

方や伊丹市教育委員会の方々にご参加いただき、 第３２回稲野小地区ふれあい文化祭

研修を深めることができました。 先日、

授業公開は 第３２回

１年生の体育、 稲野小地

３年生の国語、 区ふれあ

５年生の算数、 い文化祭

でしたが、ど がスワン

の学年でも、 ホールで

子どもたちが 開催され

生き生きと意欲的に学習に取り組んでいる姿を ました。様々な世代の地域の方々が、素晴らし

見ていただきました。新しい学習指導要領にも い作品を展示されたり、日頃の活動の様子等を

示されているように、子どもたちがこれからの 紹介されたりしていました。稲野小からは、コ

持続可能な社 ミッククラブの作品と、「ソーラン隊」のＤＶＤ

会をたくまし 映像やポスターを展示させていただきました。

く生き抜いて 地域の方々と、このような文化的な交流がで

いく力を身に きることは、大変素晴らしいことです。これを

つけるために 機会にまた地域のことを知り、様々な交流を深

は「主体的・ めていくことができればと思っています。


